
今
回
で
日
本
の
被
爆
は
四
度
目

で
す
。
広
島
・
長
崎
・
第
五
福
竜

丸
・
福
島
原
発
、
日
本
は
世
界
に

冠
た
る
、
ま
さ
に
核
の
人
体
実
験

場
と
化
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
福
島
原
発
の
惨
事
は
地
震

に
よ
る
津
波
が
原
因
で
す
。

明
治
三
陸
地
震
・
明
治
二
十
九
年

六
月
十
五
日
に
３
８
・
２
㍍
を
超

え
る
津
波
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

石
川
の
志
賀
原
発
は
２
１
㍍
余
り

で
す
。

お
隣
の
福
井
県
は
直
線
約
５
０
キ

ロ
の
若
狭
湾
に
、
敦
賀
、
美
浜
、

大
飯
、
高
松
に
１
３
基
の
原
発
が

現
在
稼
働
し
て
い
ま
す
。
集
積
率

は
世
界
第
一
で
す
。

原
発
の
安
全
神
話
、
基
準
の
嘘
が

証
明
さ
れ
た
。
騙
さ
れ
た
の
で
す
。

マ
ス
コ
ミ
に
流
さ
れ
た
、
千
年
に

一
度
で
も
想
定
外
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
百
年
に
一
回
で
す
。
す
べ
て

は
コ
ス
ト
、
補
償
回
避
の
営
利
が

目
的
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
推
進
御
用
学
者

達
に
よ
る
マ
ス
コ
ミ
リ
ー
ク
で
す
。

核
融
合
反
応
か
ら
８
０
キ
ロ
退

避
が
世
界
の
常
識
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
菅
政
権
は
ご
丁
寧
に
、
２
０

キ
ロ
以
内
退
避
、
３
０
キ
ロ
以
内

待
機
の
移
動
制
限
で
す
。
明
ら
か

に
恣
意
的
に
配
慮
が
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ま
す
。

放
射
能
被
害
は
農
地
に
何
十
年
に

渡
り
、
被
害
は
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病

の
位
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
蓄
積
さ

れ
る
こ
と
は
確
実
。
農
家
を
含
め

直
接
的
に
、
二
時
被

害
が
現
実
化
し
て
い

ま
す
。

山
一
や
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
よ

う
に
経
営
陣
を
排
除

し
、
倒
産
す
る
前
に

損
害
を
政
府
と
東
電

に
請
求
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

米
国
は
核
兵
器
を
使
わ
な
く
て

も
充
分
に
疲
弊
し
、
日
本
が
降
伏

が
時
間
の
問
題
で
あ
る
の
に
も
係

わ
ら
ず
、
国
際
条
約
で
禁
止
さ
れ

て
い
る
毒
ガ
ス
以
上
の
非
人
道
的

な
兵
器
を
黄
色
人
種
の
日
本
人
に
、

ネ
バ
タ
で
爆
発
実
験
し
、
開
発
し

た
三
ヶ
月
後
に
二
発
も
使
用
し
た

の
で
す
。
近
代
的
兵
器
だ
か
ら
許

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

菅
政
権
は
先
の
参
議
院
選
挙
に

於
い
て
国
民
か
ら
完
全
に
不
信
任

を
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
今
回

は
「
カ
イ
ワ
レ
」
も
食
べ
ず
、
雨

が
降
れ
ば
、
ヘ
リ
で
も
逃
げ
る
八

百
長
内
閣
に
も
係
わ
ら
ず
、
首
相

ポ
ス
ト
に
固
守
し
、
国
家
的
危
機

に
対
し
、
枝
野
大
本
営
発
表
を
繰

り
広
げ
て
い
る
。

最
前
線
の
東
電
現
場
職
員
や
自

衛
隊
、
都
庁
消
防
ハ
イ
パ
ー
レ
ス

キ
ュ
ー
隊
な
ど
終
戦
時
の
知
覧
か

ら
飛
び
立
ち
、
空
母
に
突
入
し
た

特
攻
隊
に
ダ
ブ
っ
て
く
る
。

彼
ら
の
覚
悟
に
男
の
色
気
を
な
ぜ

か
感
じ
る
。

国
旗
に
会
釈
し
安
全
な
場
所
か
ら
、

真
新
し
い
青
い
作
業
着
で
、
誰
か

が
書
く
原
稿
を
読
む
男
が
恥
ず
か

し
い
。

特
攻
隊
の
出
現
自
体
、
東
電
と
菅

政
権
（
人
災
）
の
末
路
を
、
い
つ

か
来
た
日
本
の
歴
史
が
明
ら
か
に

示
し
て
い
る
の
だ
が
。

人
間
は
誰
だ
っ
て
、
こ
の

世
に
生
ま
れ
よ
う
と
し
て

生
ま
れ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
。

で
も
、
こ
の
世
に
出
て
き

た
か
ら
に
は
、
誰
だ
っ
て

お
も
し
ろ
い
生
き
方
を
し

た
い
よ
ね
。

危
険
な
条
件
の
ほ
う
に
自
分
の
運

命
を
懸
け
る
方
が
情
熱
が
わ
い
て

く
る
も
の
だ
。

お
の
れ
だ
け
が
自
分
じ
ゃ
な
い
。

向
こ
う
か
ら
追
っ
て
く
る
運
命
と

い
う
も
の
も
、
自
分
自
身
な
ん
だ

よ
。
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未
曾
有
の
大
災
害
に
相
対
し

て
自
分
自
身
、
今
一
体
何
を
す

れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。
出
来
る

の
だ
ろ
う
か
。
想
い
を
形
に
、

行
動
が
出
来
る
だ
ろ
う
か
。
平

成
１
９
年
の
４
年
前
は

地
震
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

能
登
や
柏
崎
に
参
加
。

（
便
り
、
Ｎ
Ｏ
８
号
参
照
）
そ

の
前
、
東
尋
坊
で
ナ
ホ
ト
カ
号

座
礁
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
初
体
験

で
し
た
。
現
場
は
Ｔ
Ｖ
で
見
る

の
と
は
空
気
感
や
臭
い
が
あ
り

ま
す
。
異
様
な
殺
気
、
冷
気
と

言
う
か
映
像
で
は
絶
対
に
分
か

り
ま
せ
ん
。
現
場
に
立
ち
会
い

体
を
使
う
事
で
し
か
悲
惨
さ
は

実
感
で
き
な
い
も
の
で
す
。

能
登
地
震
災
害
の
時
、
関
東
か

ら
の
母
親
と
十
二
歳
の
中
学
一

年
に
な
る
男
子
と
一
緒
に
、
倒

壊
家
屋
の
家
財
搬
出
の
作
業
を

し
ま
し
た
。
彼
の
人
生
の
中
で

貴
重
な
原
体
験
を
さ
せ
る
母
親

の
感
性
に
高
貴
な
も
の
を
感
じ

た
の
を
思
い
出
し
た
。

実
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

さ
れ
る
人
は
、
経
済
的
に
も
豊

か
な
人
が
少
な
い
、
多

く
の
問
題
を
抱
え
る
弱

者
が
多
い
の
を
そ
の
時

私
は
知
っ
た
。

絶
対
で
す
が
、
政
治
家
や
企
業

の
代
表
が
、
人
知
れ
ず
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
何
日
も
体
を
使
っ
た

事
が
無
い
と
思
う
。


